
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２２年５月２５日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

発 表 事 項 

１．「高校生朗読コンクール」出場者募集 

２．モンテディオ山形と連携協力協定締結 

３．平成２１年度卒業者の就職状況を公表 

４．山形大学の市民向け講座に参加しませんか？ 

５．「科学の楽しさ」伝道師を養成します 

お 知 ら せ 

１．大学コンソーシアムやまがた「山形コロラドウィーク」 

２．工学部「新宿高島屋“大学は美味しい！！”フェア」 

３．人文学部公開講座「海を渡った“Japanese”」 

４．大学コンソーシアムやまがた「進学相談会」 

５．大学コンソーシアムやまがた公開講座「井上ひさしコレクション・シーズン１」 

６．工学部公開講座「電気エネルギーを生み出す最新技術」 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：平成２２年６月８日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２２年５月２５日 

山 形 大 学 

「高校生朗読コンクール」出場者募集 

山形大学では高校生朗読コンクールを「井上ひさしと東北のことば、こころ」 

と題し開催します。 

３回目となる今回は、つい先日お亡くなりになった井上ひさし氏（川西町小松 

出身）の代表作「吉里吉里人」を題材に開催します。 

方言と共通語が混在する井上氏ならではの文章を朗読することによって、若い 

世代のことばや郷土に対する関心を高め、併せて高校教育にも資することができ 

ると考えております。 

まず予選を録音審査の形で実施し、学内の教員等で構成する審査委員会の審査 

によって本選出場者を決定します。 

◎予 選 

応募資格：山形県内に在住する高校生。または、県内の高校・高等専門学校に 

在学する高校生（全学年対象）。 

◆予選課題文 ：井上ひさし「吉里吉里人」（新潮文庫184頁～187頁）。 

◆応募締切 ：平成２２年７月２０日（火）（郵送の場合は当日消印有効） 

◎本 選 

◆日 時：平成２２年９月１１日（土）１３：３０～１７：００ 

◆会 場：山形大学米沢キャンパス旧米沢高等工業学校本館 

◆本選での朗読作品：本選での朗読作品は予選通過者それぞれに異なる部分を 

審査委員会が指定します。 

※2008、2009年と山形大学特別プロジェクト「藤沢周平の山形」の一環として朗読コンクー 

ルを実施しました。プロジェクトは昨年度いっぱいで終了しましたが、朗読コンクールは 

本年度も引き続き実施することとしました。 

（お問い合わせ） 

工学部図書館 担当）三角（みすみ） 

（ＴＥＬ） ０２３８－２６－３０１９



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２２年５月２５日 

山 形 大 学 

モンテディオ山形と連携協力協定を結びます。 

山形大学とモンテディオ山形は、地域を重視し、地域とともに親しまれ愛さ 

れる大学であり、チームでありたいということから連携協力協定を締結します。 

山形大学では、２００７年シーズンに、モンテディオ山形を応援していきたいと 

いう声が教職員の間から浮上しました。 

そこで、教職員・学生からの募金をつのり、２００８年シーズンに募金及び大学 

の広告費も投入して、スタジアム内に広告看板を設置したことをきっかけに、お互 

いに様々な交流が図られてきました。 

山形大学は地方の国立大学であり、地元との関係が重要なのは、親会社を持たな 

いモンテディオ山形と同様です。その両者が、地域社会への貢献を連携して行うこ 

とができることに大きな意味があります。 

また、厳しい状況にあっても、積極的に「勝ちに行く」「取りに行く」といっ 

た意識や組織の置かれている状況が似ており、連携によりwin-winの関係を目指 

します。 

つきましては、下記により調印式を行い連携協力協定を締結します。 

１．調印式： 平成２２年５月２５日（火）１１：３０～１２：００ 

２．会 場： 山形大学学長室 

３．主な連携協力の内容： 

①連携協力して授業を実施します。 

②モンテディオ山形の選手のセカンドキャリアのために協力いたします。 

③モンテディオ山形の選手との交流を実施します。 

④学生のボランティアやインターンシップなどの社会活動を協力して推進し 

ます。 

（お問い合わせ） 

企画部社会連携ユニット 

（ＴＥＬ） ０２３－６２８－４８４０



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２２年５月２５日 

山 形 大 学 

平成２１年度卒業者の就職状況を公表します。 

本年３月末に卒業した学生の就職状況について、４月３０日現在で、最終版と 

してとりまとめました。 

１．数字的な特長 
○学部卒業者の就職率は、大学全体として９６．７％。 

昨年度と比較して１．５ポイントの減少に止まった。 
一昨年比では、２．８ポイントの減少となり、就職環境の厳しさは否めない。 

○就職を希望していて未就職の卒業生は、３３人で卒業生の約２．０％ 
昨年度よりも０．７ポイント増加している。 

○卒業生全体に対する就職者は、５７．６％。 
大学院への進学者は、３１．９％、その他が８．５％。 
進学者・その他の数が増加し、「就職者」が昨年より７．４ポイント低下。 

☆２枚目は、大学院修了者と養護教諭特別別科の卒業生の就職状況。 
大学院に関しても学部同様に昨年度と比較して２．９ポイントの減少。 
養護教諭特別別科は１名のみ未就職者で９７．４％となっている。 

２．今後の就職支援の充実強化について 
① 求人開拓と情報収集の充実 

全学就職委員会委員による県内・首都圏・仙台等への企業訪問を継続し、学生へ 
の採用情報の提供を行う。 

② 就職相談の強化・充実 
就職相談体制の充実を図り、これまでの相談業務に加えて就職活動等に悩む学生 

に対しての迅速な対応を可能にする。 
また、山形県若者就職支援センターと連携し、相談窓口の充実を図る。 

③ ４年次学生に対する秋期の学内合同企業説明会を実施 
１８年度から開催している、就職活動を継続中の４年次学生を対象とした学内合 

同企業説明会を継続実施する。 
就職情報提供会社とも連携し、県内外の企業との新たな接点を持てるよう、秋期 

ならではの情報提供の場とする。 

３．その他 
公務員や教員への志望者は、昨年度同様、増加傾向であり、さらに採用枠の関係から 

も依然として厳しい状況下にあり、学生にとって益々苦しい状況が予想されている。 
（お問い合わせ） 

山形大学小白川事務部就職支援ユニット 
就職支援室 担当 斎藤・工藤 

（ＴＥＬ）023-628-4128・4134







プ レ ス 発 表 資 料 

平成２２年５月２５日 

山 形 大 学 

山形大学の市民向け講座に参加しませんか？ 

案内冊子「あなたと山形大学を結ぶインフォメーション」を発行します。 

山形大学では、今年度に実施を予定している「市民向け講座」「子ども向け 

プログラム」「大学開放プログラム」などを掲載した、案内冊子を発行しました。 

みなさんに、興味、関心を持って参加していただけるように、それぞれの学部 

等の特色を活かした講座等を企画しています。 

また、図書館、附属博物館についても、みなさんにご利用いただけます。 

ぜひ、山形大学をのぞいてみてください。 

案内冊子は、県内各市町村のほか、山形大学近隣の皆さまにも配布いたします。 

また、ご希望の方には、郵送にてお送りいたしますので、下記までご連絡を 

お願いいたします。 

（お問い合わせ） 

企画部研究支援ユニット 

（ＴＥＬ） ０２３－６２８－４８４５



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２２年５月２５日 

山 形 大 学 

「科学の楽しさ」伝道師を養成します。 

「スライム」「クラゲ」「蔵王」をとおして、科学を一般の皆さまに広める 

ための指導者・指導補助者を養成するマイスター養成講座を開講します。 

昨年度開催したスライムマイスター養成講座には、県内外から多くの取材・お 

問い合わせがあり、仙台や福島からも受講いただきました。 

スライムに関する基本的な化学講座を受講し、 指導者となるために子供への教 

え方なども学び、実際に子供たちに教えるという経験していただきました。 

今年度は、「スライム」に加えて「クラゲ」「蔵王」をも題材にして、マイス 

ター養成講座を開講します。 

7/17(土) 

13:00～16:30 

スライムに関 する基 礎 講座 指 導 方法 な 
ど 

山 形 大 学 農学 部 

7/28(水) 

18:30～21:00 
スライム実 験 講座 鶴 岡 キャンパス 

鶴 岡 高 専 

スライムマイスター 
定 員 20 名 

8/1(日) 
9:00～16:00 
8/22(日) 
9:00～16:00 

実 験 指 導 実施 講 座 
イオン三 川 ショッピングセンター 

7/3(土) 

10:00～16:00 

クラゲに関 する基礎 講 座 
クラゲの刺 傷 被 害の症 例 など 

加 茂 水 族 館 

7/18(日) 山 形 大 学 SCITA センター 

10:00～16:00 

クラゲの展 示 方 法 
進 化 や化 学的 発 光 現象 など 小 白 川 キャンパス 

鶴 岡 高 専 

クラゲマイスター 
定 員 15 名 

8/1(日) 
9:00～16:00 
8/22(日) 
9:00～16:00 

実 験 指 導 実施 講 座 
イオン三 川 ショッピングセンター 

6/26(土) 

13:00～16:00 

蔵 王 温 泉 の現 状 視 察 
(蔵 王 清 掃活 動 ) など 

蔵 王 温 泉 

7/10(土) 

13:00～16:00 
蔵 王 火 山 について 山 形 大 学 SCITA センター 

8 月 下 旬 樹 氷 について 山 形 大 学 SCITA センター 

蔵 王 

蔵王マイスター 
定 員 20 名 

8 月 以 降 温 泉 、地 質 、防災 、植 生 、動 物 、山 の注 
意 点 、蔵 王 温泉 の歴 史 など 山 形 大 学 SCITA センターなど 

参加料は、無料。 

募集締め切りは、６月１８日(金)までとなります。 

（お問い合わせ） 

やまがた『科学の花咲く』プロジェクト 

事務局（山形大学SCITAセンター内） 

（ＴＥＬ） ０２３－６２８－４５１７



プレス通知資料 （概 要） 

平成２２年５月２５日 

山 形 大 学 

１．山形コロラドウィーク 

(概要) コロラド留学生の活動報告及びコロラド州の大学と加盟機関との大学間交流の現状を 

紹介します。 

また、５月３０日には「コロラド州と山形県の交流」と題したパネルディスカッションも開催 

します。 

【オープニングセレモニー】 

日 時：平成２２年５月３０日（日）１４：００～１７：００ 

【講 演 会①】 

日 時：平成２２年５月３１日（月）１８：３０～１９：３０ 

永井 健 氏（山形県商工観光部観光交流局経済交流課国際室主査） 

演 題：山形とコロラドの国際交流（仮題） 

【講 演 会②】 

日 時：平成２２年６月１日（火）１８：３０～１９：３０ 

フォスター春巳 氏（東北文教大学講師） 

演 題：コロラドの社会・文化（仮題） 

【講 演 会③】 

日 時：平成２２年６月２日（水）１８：３０～１９：３０ 

加藤栄子 氏（山形市国際交流センター） 

演 題：山形市とボルダー市の国際交流（仮題） 

会 場：ゆうキャンパス・ステーション（山形市香澄町1－3－15 山形むらきさわビル１階） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学大学連携推進室 渡辺 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４９７７



２．工学部「新宿高島屋“大学は美味しい！！”フェア」 

（概要） 今回で３回目となる、大学の研究から生まれた食品などを紹介する「大学は美味しい!!」 

フェアが新宿高島屋で開催され山形大学工学部も参加します。 

今回は、「米粉 100%クッキーシュー」等を出品・販売します。「米粉 100%クッキーシュー」 

は、プラスチック発砲技術を応用して完成させたもので、米粉カスタードクリームと新宿高 

島屋限定のじんだんクリームの２種類あります。 

また、シュー（皮）もクリームも小麦粉は一切使用していませんので小麦アレルギーの方 

でも安心して食べられます。 

日 時：平成２２年６月２日(水)～平成２２年６月８日(火) ７日間 

午前１０時～午後８時まで開催。 

ただし、６月５日（土）は午後８時３０分まで、最終日は午後６時閉場。 

会 場：新宿高島屋 １１階 催会場（東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-24-2） 

問い合わせ：山形大学工学部研究支援室 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３００４ 

３．人文学部公開講座「海を渡った“Japanese”」 

（概要） この講座では、海を渡ったさまざまな“Japanese（日本人・日本的なもの）”をキーワード 

に、我々が異文化を受容してきた歴史的背景、逆に海外で受容された“Japanese”の諸相 

を探ります。 

日 時：平成２２年６月７日（月）、１０日（木）、１４日（月）、１７日（木）、２１日（月） 

１８：３０～２０：１０ 

会 場：山形大学人文学部１階１０１教室（山形市・小白川キャンパス） 

対 象：一般市民・大学生・高校生 定員３０名 

受講料：一般市民 ２，０００円、大学生・高校生は無料 

募集期間：５月１０日（月）～６月２日（水） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学人文学部事務ユニット 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４２０３



４．大学コンソーシアムやまがた「進学相談会」 

（概要） 県内の８高等教育機関が個別に進学相談会を行います。ぜひこの機会に会場へ足を運 

んで、進学の疑問を解決し、また県内高等教育機関の魅力を実感してください。お待ちし 

ております。 

日 時：平成２２年６月９日（水）～７月１６日（金） 詳細は別添資料のとおり 

会 場：ゆうキャンパス・ステーション（山形市香澄町 1－3－15 山形むらきさわビル１階） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：ゆうキャンパス・ステーション 西田 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２ 

５．大学コンソーシアムやまがた公開講座「井上ひさしコレクション・シーズン１」 

（概要） 先日亡くなつた山形県出身の作家・演劇家 井上ひさし氏の代表作を紹介しながら、作 

品の鑑賞を深める解説と、井上ひさしの思想や他作品についても随時言及していきます。 

第一回目は案内人の話が中心ですが、それ以降は受講生の皆さんとの双方向の対話 

を心がけながら進めていきます。 

なお、好評な場合、秋に「シーズン 2」を実施します。 

日 時：平成２２年６月２３日～７月２１日 毎週水曜日全 5 回 １８：３０～１９：３０ 

会 場：ゆうキャンパス・ステーション（山形市香澄町 1－3－15 山形むらきさわビル１階） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：ゆうキャンパス・ステーション 西田 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４８４２ 

６．工学部公開講座「電気エネルギーを生み出す最新技術」 

（概要） CO 2 削減やエネルギー不足などが深刻な社会問題となっている現在、現代工学はどう対 

応すべきかが問われています。 

夢の発電方法として期待されている「核融合発電」やクリーンな発電の代表的な手段 

「太陽光発電」。また、放電のエネルギーの利用など、クリーンな環境での電気エネルギー 

問題に的を絞った公開講座です。 

日 時：平成２２年６月２６日（土） １３：３０～１７：３０ 

会 場：伝国の杜 ２階大会議室（米沢市丸の内１－２－１） 

受講対象：一般市民、学生（中・高・大学生） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学工学部 広報室 

（ＴＥＬ）０２３８－２６－３４１９



７．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

当日の取材をよろしくお願いいたします。 

○やさしい宇宙講座 

日 時：平成２２年５月２８日（金）、６月４日（金）、１１日（金）、１８日（金）、２５日（金）、 

７月９日（金）、１６日（金）、２３日（金） 

１９：００～２１：００（ただし、初日のみ１８：３０～２１：００） 

場 所：理学部・やまがた天文台（山形市・小白川キャンパス） 

対 象：中学生以上 講義科目３０名、実技科目２１名 

参加費：事務手数料・教材費等 １，０００円（ただし、教科書「星空案内人になろう！」 

技術評論社（１，６５９円）を別途購入願います。） 

問い合わせ：山形大学インフォメーションセンター 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０５０（月曜日～金曜日１０：３０～１６：３０） 

○新入生保護者交流会を開催 

日 時：平成２２年５月２９日（土）１４：００～１７：３０ 

会 場：山形大学基盤教育２号館２階講義室（山形市・小白川キャンパス） 

対 象：平成２２年度新入生の保護者 

問い合わせ：山形大学総務部総務ユニット 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４００４ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕



山形コロラドウィーク山形コロラドウィーク
オープニングセレモニー
５月３０日（日）14:00～17:00
■ 開会の挨拶、来賓の挨拶

■コロラド州の観光・歴史・文化・食べ物・スポーツ・
市民生活に関する写真、資料、ビデオ、DVD、ポスターの紹介
展示・放映

■コロラド留学生の活動報告及びコロラド州の大学と加盟機関との大学間
交流の現状紹介（県立保健医療大学、鶴岡工業高等専門学校、県立農業大学校）

■パネルディスカッション「コロラド州と山形県の交流」
■山形コロラドウィーク全体の紹介と閉会の挨拶

■ ５月３１日（月） 永井 健氏 山形県商工観光部観光交流局

経済交流課国際室 主査

１８：３０～１９：３０ 演題：山形とコロラドの国際交流（仮題）

■ ６月 １日（火） フォスター 晴巳氏 東北文教大学短期大学部

非常勤講師

１８：３０～１９：３０ 演題：コロラドの社会・文化（仮題）

■ ６月 ２日（水） 加藤 栄子氏 山形市国際交流センター

交流係長

１８：３０～１９：３０ 演題：山形市とボルダー市の国際交流（仮題）

講演会

ゆうキャンパス・ステーション
オープン！

● 会場 ゆうキャンパス・ステーション

山形市香澄町1－3－15 山形むらきさわビル１階（山形駅から徒歩１分）

℡：０２３－６２８－４８４２

駐車場：近隣の駐車場をご利用ください（利用者負担）。

● お問い合せ 山形大学大学連携推進室 担当：渡辺

℡：０２３－６２８－４９７７ / Email：dairen@jm.kj.yamagata-u.ac.jp
主催 大学コンソーシアムやまがた

山形駅

十字屋

ゆうキャンパス・
ステーション

至 県庁

（会場案内）







期 日 時 間 高等教育機関名 

６月９日(水)、７月２日(金)  １５時～１８時 山形県立農業大学校 

６月１４日(月) ～１８日(金)  １６時～１８時 山形大学 

６月２１日(月) ～２３日(水)  １６時～１８時 羽陽学園短期大学 

６月２４日(木) ～３０日(水)  平日１６時～１８時３０分 

土日１３時～１７時 

東北芸術工科大学 

６月２７日(日)  １０時～１８時 山形県立産業技術短期大学校 

７月 ６日(火) ～１０日(土)  １２時～１８時 東北文教大学／短期大学部 

７月１４日(水) ～１６日(金)  １５時～１８時 東北公益文科大学 

大学コンソーシアムやまがた（担当 西田） 
電話：０２３－６２８－４８４２ 
Eメール：unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

十字屋 

ゆうキャンパス・ 
ステーション 

至 県庁 

山形駅 

■スケジュール 

■会場 会場案内図 

■お問い合せ 

県内の８高等教育機関が個別に進学相談会を行います。 

ぜひ、この機会に会場へ足を運んで、進学の疑問を解決し、 
また県内高等教育機関の魅力を実感してください。 
お待ちしております。 

ゆうキャンパス・ステーション 
山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階 
（山形駅東口から徒歩１分） 
駐車場：近隣の駐車場をご利用ください。（利用者負担）



公開講座のお知らせ 

井上ひさしはこう考えた シーズン１ 

日 時 ： ６月２３日～７月２１日までの毎週水曜日 全５回 

１８：３０～１９：３０ 

会 場 ： ゆうキャンパス・ステーション(山形駅東口から徒歩1分） 

受講料 ： 無料 定員：６０名 

対 象 ： どなたでも受講できます 

読書案内人 ： 山本陽史 氏（山形大学基盤教育院 教授） 

先日亡くなられた山形県出身の作家・劇作家井上ひさし氏の代表作を紹介しながら、 
作品の鑑賞を深める解説と、井上ひさし氏の思想や他の作品についても随時言及し 
ていきます。第１回目のみは読書案内人の話が中心ですが、それ以降は受講生の皆 
さんとの双方向の対話を心がけながら進めていきます。 
なお、好評な場合、秋に「シーズン２」を実施します。 

内容：（第２回以降は各自指定の図書を書店等で入手し、持参してください） 

６月２３日 第１回 井上ひさし文学への招待（指定図書はありません） 

６月３０日 第２回 『手鎖心中』（文春文庫） 

７月 ７日 第３回 『吉里吉里人』（上 新潮文庫） 

７月１４日 第４回 『吉里吉里人』（中 新潮文庫） 

７月２１日 第５回 『吉里吉里人』（下 新潮文庫） 

お申し込み・お問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた 

ゆうキャンパス・ステーション 

電話：０２３－６２８－４８４２ E-mail：unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

主催：大学コンソーシアムやまがた 

読売新聞山形版に「やまがた文学・芸術紀行」を月１回連載、山形新聞に「やまがた 
再発見」を複数の執筆者でリレー連載中。 
テレビ番組「トリビアの泉」「日本語ボーダーライン」「クイズ雑学王」などに日本語の 
語源や使い方についてのコメンテーターとして出演多数。 

概要：






